
 

◆３年目を迎えたコミュニティ・スクール  

東備支援学校にコミュニティ・スクールが発足し、３年目となりました。今年度は、こ

れまでの取組を充実させるとともに、街並み班では、学校防災について地域防災の観点か

ら具体的な課題を明らかにしていきました。  

また、ボランティア登録者の数も少しずつ増え、今年度途中に１００人をこえました。

多くの地域の皆様に支えていただき、専門的な技能をもって子どもたちの活動にご協力い

ただきました。子どもたちは貴重な経験をとおして大きく成長していっています。  

「地域の中で、地域とともに、地域のために」をテーマに、今後も取組を進めていきた

いと考えています。引き続きご支援ご協力をよろしくお願いいたします。  

 

◆令和６年度の取組  

 
 
 
 
 
 

班名  主な活動  

ジョブ班  ・【小中高】稲作（籾まき、施肥、田植え、草刈り、稲刈り）  

・【中高】地域での販売学習 (６か所）        

・委託販売（６か所）  

町並み班  ・【高】人権の花プランターの贈呈   

・【高】近隣企業への花の寄贈  

・【高】ボランティアロードへの花の定植  

・【高】通学区域の企業にて花の定植  

・【小中高】地域の清掃（学校周辺、丸山古墳、近隣の公民館・神社）  

・【全校】保護者への防災アンケート実施  

・避難所について備前市と協議  

こども班  ・【小中高】丸山古墳山登り、陶芸体験  

・【小中高】乗馬・ふれあい体験  

・【小】読み聞かせ、腹話術  

・【小】大型紙芝居・ペープサート劇  

・【中】お米作りとおにぎりアクション  

・【中】黒牛牧場への稲わら寄贈・餌やり体験  

・【中】藍染め体験、書道アート体験  

・【高】サッカー教室、グラウンド・ゴルフ教室  

・【高】フラダンス体験、しめ飾り作り体験          

・【高】大正琴演奏会  

・【高】あかちゃんとのふれあい体験、高齢者疑似体験  

福 祉 班 ・ペアレントトレーニング（全３回）  

・障害のある人の支援を行う人のための防災研修  

・何でも相談会（相談員３名による個別相談会）  

・職員福祉研修会  

・特別支援教育コーディネーター間の連携  

・出前講座（本校コーディネーターが講師となり地域で開催）  

・特別支援教育エキスパート派遣事業  
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◆コミュニティ・スクール運営委員会  
今年度はコミュニティ・スクール運営委員

会を５月・１２月・２月の計３回、本校にて

開催しました。5 月は学校経営計画の説明、

１２月は進捗状況、２月は具体的な取組につ

いて説明・報告をしました。学校評価の結果

についても学校関係者評価として質疑応答・

意見交換をして協議しました。（学校評価の

結果についてはホームページに掲載しますの

でご覧ください。）  

 運営委員の皆様、地域の皆様にはお忙しい

中、運営委員会や地域学校協働活動にご協力

いただき、大変ありがとうございました。本

年度も有意義な活動を行うことができましたこと、心より感謝申し上げます。  
 

◆地域学校協働活動から   
いちけんファーム様が管理されている田んぼでの米作りも４回目となりました。５月、

レンゲの花が田んぼ一面に咲き誇りました。レンゲの根には根粒菌（こんりゅうきん）が

集まり、窒素分を蓄えることにより稲の栄養になることが分かり、今年は施肥をしません

でした。６月２７日の田植えでは、地域のボランティアさんに加え、備前緑陽高校の生徒

も高等部生徒との交流で参加してくれました。小さな苗はレンゲパワーですくすくと育ち

ました。本校卒業生にも田植えの他、暑い夏の除草作業等で大変お世話になりました。  

２学期が始まるとイノシシが田んぼに入ってきたので、中学部のみんなで防獣ネットを

張りました。なかなか良いできばえで、イノシシから田んぼを守りました。  

１０月２９日に地域のボランティアの方々や備前緑陽高校の生徒も参加して、稲刈りを

しました。例年に比べて雨の日が多かったため田んぼはぬかるみましたが、みんなで協力

して稲を刈り、大切に運び、はぜかけをして乾燥させました。４年目となる生徒は鎌の扱

いにも慣れ、上手に刈り取っていました。後輩に優しく教える頼もしい姿もありました。  

１１月５日に中学部でおにぎり教室を開催

しました。おにぎりのお店「穂の蔵」のスタ

ッフをお招きして、おいしいおにぎりの作り

方を教えていただきました。自分たちが育て

たお米で作ったおにぎりは格別でした。でき

たおにぎりはタブレット端末で写真を撮っ

て、「おにぎりアクション」の WEB サイト

に投稿しました。「おにぎりアクション」と

は、おにぎりの写真を投稿するとアジアやア

フリカの子どもたちに５食分の給食が届く活

動で、世界の子どもたちに目を向け、 ICT

を活用して貢献することができました。  

さらに中学部では、米作りの取組を手作りの新聞にまとめて、第１４回おかやま新聞コ

ンクールに応募し、山陽新聞山陽会代表理事賞（学校賞）を受賞しました。  

米作りの体験をとおして子どもたちは多くのことを学び、生きる力が養われています。  

 
～ 農具を寄付していただきました ～ 

備前市場様と中国銀行様から農具一式を寄付してい  
ただきました。子どもたちが使いやすい小さいサイズ  
のジョウロやスコップをはじめ、稲刈り用の鎌や電動  
草刈り機などをいただき、畑や田んぼでの野菜や米作  
りなどでしっかりと活用させていただいています。  
 ありがとうございました。  


